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　戦略的固体レーザ兵器の開発は、数
年後の実用的な移動式システムの製造
に向けて、ゆっくりと着実なモードで
決着がつこうとしている。1つの例は
米陸軍宇宙ミサイル防衛司令部におけ
る高エネルギーレーザ移動式実証機

（HEL-MD）計画だ。
　この計画のマネージャ、テリー・バウ
アー氏は、2012年8月14日の記者会見
で、「われわれの目標は、陸軍レーザ
兵器システムの先行試作機を統合する
ことだ」と語っている。彼は、この計画
は兵器システムに要求される即戦力レ
ベルの実証後、4〜5年かかると見積も
った。同日、米海軍研究事務所（ONR）
は同様な艦載レーザシステムに対する
業界提案を要請した。
　HEL-MD計画の挑戦は、廃熱を除去
する電力系統の開発と、戦場での確実
な動作を目指したレーザ、電力系統、周
辺機器の堅牢化である。
　「2つの要因がこの計画のペースを決
める。それは装置とロバスト試験だ」
と、HEL-MDの元請業者であるボーイ
ング指向性エネルギーシステム社の副

社長を務めるマイク・リン氏は語ってい
る。「試験は時間とお金がかかるが、
主として時間だ」と付け加えた。標的
はロケット、大砲、迫撃砲、無人航空
機（UAV）になるであろう。

トラック搭載型レーザ
　2011年ボーイング社は、制御系、ビ
ーム指向器、捕捉追跡システム、その他
の機器を標準的な陸軍戦車、「重高機
動戦術トラック（HEMTT）」、最大積載
量16.5トンの8×8トラック上に統合し
た。ボーイングは、2011年9月から12
月まで続いたニューメキシコ州のホワ
イトサンズミサイル発射場での低出力
テスト用に100Wクラスのレーザを追
加して、光学系が低出力レーザで作動
することを証明した。
　現在ボーイング社は、商用の10kW固
体レーザを取り付け中であり、バウア
ー氏によれば、これは高レーザフラッ
クスで直径50cmの光学系を試験する
ための最も低価格で高出力のレーザで
ある。2012年後半に開始し、2013年
度いっぱいまで続く試験は、この光学

系が標的となる可能性のある一定範囲
内にビームをどれほどうまく伝送でき
るかを評価する。
　バウアー氏は、「10キロワットは迫
撃砲に対して十分な能力をもたないが、
その出力はUAVには十分だと期待さ
れる」と言う。計画は122mmロケット、
迫撃砲、UAVなどの標的に対する広
範な試験を要求している。ボーイング
社は、10kWビームの伝搬を支援する
補償光学系の開発も実施している。
　米陸軍はこれらの試験後、そのよう
なレーザが、実際の兵器システムを意
図した「記録計画」が要求する技術準
備レベルに達したかどうかを確認する
一連の高出力試験に使用するために、
50kWクラスのレーザの設計を選択す
るだろう。そのための特殊技術が続い
て選択されるが、候補としては、ファイ
バレーザと主発振器によって供給され
たファイバ増幅器アレイからの出力の
コヒーレントな組み合わせがあり、これ
は米国国防総省のロバスト・エレクトリ
ック・レーザ・イニシアチブ（RELI、図1）
の依頼で米ノースロップ・グラマン社が
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図1　ファイバ増幅器アレイは主発振器から供給され、強力なレーザ兵器を形成する。このレーザは6〜8km離れた迫撃砲を攻撃
することができる。遠方のUAVとさらに遠い距離に関しては、野戦司令官が遠方の物体を識別し、戦闘方法に関する策定を行う。
（資料提供：RELI）
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開発している。レーザ兵器の有効範囲
は、レーダが標的をいかにうまく捕らえ
るか、それらがレーザにとって見える
かどうか、搭載されたレーザが供給す
るパワーレベルなどに依存するだろう。

陸、海、空
　今回のリリースでリン氏は、ボーイ
ング社と米ジェネラル・アトミクス社は
DARPAの高エネルギー液体レーザ地
域防衛システム（HELLADS）に基づい
て陸、海、空で使用するためのレーザ
兵器システムのモジュールを開発する
契約をDARPAと結んだと発表した。
これは、重量が750kg以下のレーザか
ら150kWを発生させることを目指す
新規HELLADS設計の大きな信任投票

となる。昨年の夏、初期モジュールは
計画目標を達成した。DARPAは第2
のモジュールの追加によって来春には
150kWに達するはずだと伝えている。
そして、DARPAは来年の夏に開始す
る1年間の試験に向けてホワイト・サン
ズ試験場にそれを輸送するであろう。
　ONRが実施する新しい固体レーザ技
術成熟（SSL-TM）計画は、戦闘に近い
状況において艦船上で運転させ、主要
な海軍標的と交戦できるレーザの製造
を目指している。海洋環境は光学系に
とって過酷だが、軍艦であれば小型で
も、ジェット戦闘機や戦車では不可能
な大形機器を運搬することができる。
　計画立案時、ONRは、艦載戦闘制御
システムと支援システムに接続され、

艦船上システムからの電力供給および
冷却で動作するレーザを探していた。
その発表は、少なくとも30kWの出力を
もつレーザを探索する計画だが、最高
150kWの高いパワーを提供するよう
に開発者たちを鼓舞し、少なくとも100 
kWを扱える光学系を要求した。
　計画では、2016年の海洋における
船上での実証に先立ち、2014、5年に
地上での3つの実証向けの2つのプロ
トタイプを作るために、4つの初期設
計を評価し、選択することを要求して
いる。海軍は小艇上のレーザシステム
に対する主要な標的としてUAVを指
定し、第2の標的としての巡視船から
打ち上げられるロケットとミサイルを
指定した。 （Jeff Hecht）  　LFWJ


